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V
(大阪大学大学院 ・文学研究科 ・英語学専攻修了者より)
玉 井 先 生 の 音 頭 で
沖 田 知 子
玉井先生が2010年春定年退職されると伺いました。昔 も今 も変わ らず若々
しくて、深 く柔 らかいお声なのに、とても不思議な気持ちが します。文学部
文学科英文学専攻(英 語学)と 畑違いの身ですが、玉井先生が取 られた音頭
について少 し申し上げたいと思います。
初めてお目にかかった当時、玉井さんは、英文学講座の助手をされていま
した。(大変おこがましいことなのですが、やはり玉井さんという呼び方が
まず思い浮かんできます。)英文学講座 は村上至孝教授と山川鴻三助教授と
玉井障助手、英語学講座は毛利可信教授 と成田義光助教授と島田守助手 とい
う構成でした。その中では、やはり玉井 さんはひときわ若々 しく、和歌山の
ぼんそのままにはんなりと親切で、とくに我が学年の数少ない男子学生にとっ
て も頼れる兄のような存在で した。(あげくにこの男子学生たちは、玉井 さ
んの新婚家庭まで押 し掛けたそうです。)
ところで、我が学年で英文科専攻の志望生は定員を2名 オーバーしていた
のですが、運良 く英文の進学試験は免れることができて、全員が運悪 く9月
に進学 しました。それ もこれも大学紛争の焼け棒杭のせいで した。もちろん
4月か ら文学部の授業の聴講 は出来たのですが、正式には9月 進学 というこ
とで、4単位の通年科 目は3単 位換算となりました。授業科 目を多 目に取れ
ばすむと思っていたのですが、思いがけないことも起 こりました。教職単位
の英作文科目の単位数 も自動的に減ったものですから、急遽その代替措置と
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して後期に新 しい科目を開講 していただけることになりま した。毛利先生と
成田先生の リレー講義による 「英語表現論」という、なんとも贅沢な授業で
した。 これ は、阪大英文の歴史の中で唯一、特定の学年だけを対象とした、
いわば特権的授業で した。
当時は、 まだ英文学や英語学の枠を越えた催 しがた くさんあ りました。そ
のひとっの英文科ハイキングは1968年以降、大学紛争のため暫 く中断され
ていました。 この中断前のハイキ ングZ3回 生なが らリーダーをっとめられ
たのが玉井 さんだったそうです。その後助手になられた玉井さんが音頭を取
られて、1971年か らは進学者歓迎のたあに、和具の臨海学舎で2泊3日 の
合宿旅行が始 まったそうです。第1回 目は村上先生以下23名の参加があっ
たと聞いています。ところが第2回 目は、上のようなわけで歓迎されるべき
進学者がまだお らず、大学院生を含めて12名の参加でした。ようや く第3
回目になって、教員、院生、学生、卒業生 という体制が整いました。前年は
まだ参加資格がなかった我が学年 も参加 し、総勢21名の合宿旅行とな りま
した。もちろん玉井さんは、 この合宿の企画 と実施にあた って、予約を取る
段階から腐心 しくださいました。当時は和具の臨海学舎 も結構人気があり、
予約開始日には並んで予約を取ったものでした。当日の近鉄特急の車中では、
博士課程の最高学年であった阪本武さんと相席になり、賢島までず っと高邁
な文学談義 という先制パ ンチを受 け、ふらふらになりました。和具の昼間は、
成田先生 の伝馬船 も忘れ られませんが、釣 りや水泳などで健康的に過 ごし、
夜は2晩 とも文学語学の別なく語 りあい、話を聞きました。 こんな風にずい
ぶん分野の違 う話 にも自然に触れることが出来る絶好の機会で した。玉井先
生は、府大 に移られてからも、 この合宿には何度 も特別参加 して、盛 り上げ
てくださいました。(注:実はこんなにこと細かいのは、英語学のHLCニュー
ス 『毛利可信先生退官記念特集号』のために、合宿の発案者である玉井先生
からいただいた資料を参考にしているか らです。)
1983年に玉井先生 は、助教授として阪大 に戻 ってこられました。その後、
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オスカ ー・ワイル ドの戯 曲AnIdealHusbandの映画 シナ リオ 『理想 の結 婚』
の教科書作成 に声 をかけていただ き、 ご一緒 させ ていただきま した。 ワイル
ドの作品 は もちろんの こと、パ ーカー監督 自身 の手 になる シナ リオ もとて も
うま くワイル ド的世界 を伝 えていま した。 冒頭 の ト書 きで は、閉 じたカー テ
ンが さっと開 けられ ると、朝の光 が差 し込んで執事 とその後方で寝て いるゴー
リング卿が映 し出され ます。そ して この伊達男 を評 して、"Onagooddayhe
isverygood-looking.Thisisabadday."と来て、 ワク ワクしたのを覚 えて
います。玉井先生、そ して金 田仁秀 さん と桐山恵子 さんの4人 で行 った作 業
はとて も刺激的で した。 と くに、本当 に久 しぶ りに文学者 の間 に入 って の作
業で したので、楽 しみ なが らあれ よあれ よと言 う間 に出来上 が った感 じで し
た。(実 はそ こへ至 るまで の シナ リオの場面構成 などの編集 を玉井先生 が先
に準備 してお いて くだ さったので、そんな風 にはか どったわけで した。)"To
lookatathingisverydifferentfromseeingathing.Onedoesnotseeany-
thinguntiloneseesitsbeauty."とい う台詞 を実感 しなが ら、文字通 り丹念
な手 ほどきを先生 か ら受 け、それ はそれは貴重な体験 で した。 この教科書 は、
21世紀最初 に形 とな りま した。(で もこの打 ち上 げの音頭 は、 まだ とってい
ただいてお りませんが……)
ところで、 阪大英文学会 では、今 も英文学 ・米文学 ・英語学 の研究発表 が続
けて行 われています。 この学統 を具体 的な形 にす る阪大英文学会叢書 シリー
ズが、 玉井先生 の音頭 で開始 されま した。 第2号 『英語 の テンス・アスペク
ト・モ ダ リティー』 は英語 学編で はあ りま したが、玉井先生 には会長 として、
叢書 としての繋が りにお心を砕 いていただ きま した。夜 にお電話 いただ き、
叱咤激励 して くだ さったの も今 とな って は良 い思 い出です。 さ らに、書評 に
までお心配 りをいただ き、 その段取 りをっ けて下 さいま した。 どの号 もそう
だ と思 いますが、 この よ うな隅 々にまで いきわた った 目配 りのおかげで、今
は もう第2シ リーズに突入 しま した。着実 に回を重 ね る ことが出来 たの は、
文学 ・語学 の別 な く、 さまざまな活動を一緒 に行 って きた阪大の学統であ り、
175
それを支え続 けて来 られたお一人が玉井先生であるといえましょう。第8号
では、玉井先生のこ発案で、 このような希少で貴重な学風を言祝 ぐため、文
学 と語学のコラボレーションが計画されています。英語に感ずるものがあっ
た原点への回帰として、是非皆 さんのご協力をお願いする次第です。
こんな風に、玉井先生の音頭でいろいろな阪大英文の伝統が作 られてきま
した。その ご恩度を思 うにっけ、 この場を借りて改めて心から御礼を申 し上
げたいと思います。そ して、どうかこれからもよろしくお願いいたします。
(大阪大学教授)
It'sbeenalonglongtime
長 田 廣 明
退職記念 エッセイ寄稿の依頼をいただいた時、正直言 って戸惑いました。
OLR同人でありながら英語研究か らはほど遠い日常生活を送 っているので、
私には場違いだと思いました。ただ、玉井先生の交友関係、人間関係の幅広
さを示すものとして読 まれるのなら、という気持ちで執筆をする決心をしま
した。 したがって他の方々の格調高い文章と違って、単なる思い出話の駄文
であることをお許 し下さい。
私たちの世代の枕詞のようになってしまっていますが、阪大に入学 したこ
ろは大学紛争の最中、学生運動の華やかなりし頃でした。入学の前年は東大
入試が中止になった年だったと言えば、定年を間際にした世代のおじさん、
おばさんは、ああ、あの年ですかと、別 に自分が東大を受 けたわけでなくて
も思い出す、いや思い出したような気になる、私が阪大に身を置いたのはそ
んな時代で した。大学 に入学してか らも、なぜか定期試験の直前になると学
生大会が開かれ、バ リケー ドス トに突入となるというような、異常事態が日
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常化 しているキ ャンパスライフで した。当時阪大文学部の定員は80名で し
た。私たちの年は男子学生が半数を占め、男の数が多 くなったと不謹慎にも
喜ばれたらしいほど女性優位の学部で した。その中で英文科に進んだ学生は
男4名 、女13名、計17名だったと思います。英文科 は人気があり、15名
を超える場合は試験により選別されるシステムでした。希望者全員が幸運に
も進学を許 されたのはこの時代の異常事態のおかげだったようです。正式に
学部進学が許可されたのは3年生の9月 でした。実質的には4月 から授業を
受けていましたので学生にとってはいっもの年と変わりはなかったのですが、
先生方、事務局の方々はいろいろと苦労があったのだろうと思います。
イ号館、ロ号館、ハ号館と呼ばれる教養部の教室から文 ・法 ・経合同校舎
の教室で授業を受けるようになるとやっと文学部の学生 らしくなれたような
気がしたもので した。そんなとき、私たち英文科の学生に気 さくに話 しかけ
ていただいたのが英文学講座の助手の玉井さんでした。今や功成 り名遂げら
れた方に気安 く 「さん」付けで呼ぶのは失礼ではありますが、遠い昔のこと、
お許 しいただきたいと思います。私は英語学専攻で したが、玉井さんの研究
室に他の同期の男子学生たちと何度 もお邪魔をしました。当時の、学生と学
校当局との間の溝のある、ぎすぎす した関係の中で、阪大生え抜きの先輩と
して、玉井さんは学生 とのコミュニケーションを図ろうと心を砕いておられ
たのだと思います。当時独身だった玉井 さんの下宿に同級生たちと押 しかけ
ていった記憶 もあります。当時は研究者 としての道を歩み始められたばかり
の頃でしたが、気負ったところなどなく私たちの雑談に付 き合 っていただき
ました。英文科の学生でありながら文学の素養のない私は英文学にっいて語
れる材料を持たず、玉井さんの前でポップカルチャー、特にビー トルズのこ
と、中でもいちばん興味深いジョン・レノンのことを しゃべったのではなかっ
たかと思います。それに対 して玉井さんがボブ ・ディランなどを引き合いに
出されて、若い世代の ミュージシャンの文学性のようなこと、若者文化が文
字からオーディオ ビジュアルなものに関心を移していること、かってなら詩
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作をしたであろう若者が、今は、吟遊詩人のように自分で曲を作り歌 うよう
になっているというような話をされ、英文学研究一筋、「堅物」の研究者で
はないかと思 っていた玉井 さんが、いろんなことに興味を持ってはるねんな
あ、と勝手に感心 した覚えがあります。またその後、結婚されて間 もない頃、
ご自宅にお邪魔を して奥さまの手料理をごちそうになったことも阪大にまっ
わる私の暖かい思い出の一っです。
英文学専攻でなかった私 は、直接玉井 さんから論文の指導を受けるという
ようなことはなかったのですが、英文学徒 としての心構え、心意気というよ
うなことにっいて折にふれて話を していただきま した。私が学部卒業の1年
後に大学院の試験を受けて合格 した時には玉井さんに喜んでいただきました。
結局、私は高校教員として人生を送ることになり、っいに定年 まで1年余 り
を残すだけになりました。高校教師として、 これまで良き先生方や生徒たち
に出会い、恵まれた教員生活を送ってきました。 しか しこれも英語教師とし
てや ってゆ くベースに阪大での教えがあったおかげと思います。毛利先生、
成田先生はじめ諸先生方のご指導を受けたことが、高校英語教師たる精神的
なバ ックボーンになってきました。同時に、私がいっまで も阪大への良い意
味での帰属意識を持て るのは玉井さんのような良き先輩がおられたおかげで
あると思います。
ご存 じのように、現在、教師を取 り巻 く状況は決 して平穏ではありません。
その中で、教師として働 く者の立場からして特に苦々しく思 うことは、成果
を出せ、政党のマニフェス トさながらに数字で示せ、到達 目標を具体的に示
せなど、いっから営利企業に勤めるようになったのか、 と言いたくなるよう
な傾向がますます教育現場で強 くなっていることです。英語教育に関 しても、
コミュニケーション能力を高めるという大義名分のもとに、外国人 と英語で
互角に渡り合える国際 ビジネスマンや企業戦士を育成することが究極の目標
か、と言いたくなるような実利に偏 した傾向があると感 じています。改革絶
対主義の、異を唱えれば抵抗勢力すなわち悪、と結果に対する十分な検証を
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せずに突っ走る果てにあるものは疲弊だったという社会的事実 は、今後、教
育の世界でも当てはまりそうな気がします。偉そうなことを言いますが、英
語 ・英文学を研究する方々には、教養 として英語を学ぶ意義を実感できるよ
うな 「成果」(嫌な言葉ですが)を 発信 していただきたいと願います。玉井
さんの退官後のご活躍の中にも、英語教師としての私に対 して心に響 く、潤
いとなる 「何か」がきっとあると信 じています。
(大阪府立高校教諭)
石橋駅から大学まで
松 本 マス ミ
玉井先生 お健やかに ご退職 をお迎 えにな り、誠 におめで とうございます。
先生 とは、 よ く待兼山 の坂道 の行 き帰 りを ご一緒 させてい ただ きま した。
坂道 に至 るまで は、学部 の時代 と、大学院以降 とで、ル ー トが異 な りま した。
学部生 の ときは、西改札 を出て、石橋商店街 を通 るコースで通学 して いま
した。石橋商店街 の タローパ ンで は、一階 でお昼用 のパ ンを買 った り、二階
の喫茶で同級生 とパ フェや ピザ を食べ た りした ものです。
タローパ ンの中 で私 の一 番のお気 に入 りは、 フル ーツデニ ッシュで した。
やわ らか い三角か菱形 のパ ンにカスター ドク リームと缶詰の ミカ ンが入 って
いるかのせて あるか したもので した。少 し似 たものが通 勤途 中の駅 のパ ン屋
に売 って いますが、少 し厚みのあ る細長 いデニッシュで、 タローパ ンのよ う
な軽 さはあ りません。
院生 か ら英 語学助手時代 は、東 改札 を通 って箕面線 の踏切 を渡 る コースで
通 うよ うにな りま した。駅 を出てす ぐのパ チ ンコ屋 さんの上の 「花 の館」か、
もう少 しい った ところの喫茶店 には、先生方 や他 の院生 と、研究会や行事な
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どの後 によ く立 ち寄 りま した。
「花 の館」 で は、様 々な紅茶や フルー ッテ ィーを ポ ットで入れて くれ るの
で、少 しぜ いた くな気分 を味 わ うことがで きま した。 た くさんの人数 で行 く
と、食 い しん坊 の私 は、店員 さんが持 って きて くれるケーキー式を見て、 自
分が欲 しい ケーキを頼 あ るだ ろうか と、心配 した もので した。
イ ンターネ ッ トで調 べてみ ると、 どち らもまだ営業 中のよ うで、 うれ しい
ことです。私 にとって二っの店 は、今 はめ った に会 うことのないかっ ての恩
師や友人達、 そ して学生時代 の思 い出の場 であ り、それが まだあ るとい うこ
とは、 そ こに行 けば、mで も当時の 日常 にもどることがで きるか もしれな
いというほんのわずかな期待 を持っ ことが許 され るよ うな、心のより所 が残 っ
て いることに他 な らないか らです。
阪大 の坂 は、希望 に胸をふ くらませて上 った ときもあれば、暗 い気持 ちで
降 りたとき もあ りました。 この坂道 で、 あるいは大学 で、玉井先生 にご教示
いただいた ことを、あ らた めて思い出 して感謝 してお ります。先生 の これか
らの益 々の ご健勝 をお祈 り申 し上げ ます。
最後 に、OLRを 卒業 したの に もかか わ らず、私 に も執筆 の機会 を与 えて
いただ きま して、 あ りが とうございました。
(大阪教育大学教授)
和やかな雰囲気 の真ん中に
大 森 文 子
玉井瞳先生が定年退職をお迎えになる。先生のご指導に与 ってきた長い年
月を思、うと、感慨無量である。
玉井先生のご指導をはじめて受けたのは、私が学部生の頃。英文学の授業
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を受講 した。先生が助教授 として阪大に着任されてまだ日は浅 く、30歳代
のお若 さでいらっしゃったと思う。講義室 に先生が登場なさると、爽やかな
そよ風がさっと吹き渡るようであった。涼やかなお声でWalterPaterを論 じ
られるご講義に耳を傾け、私たちはイギ リス小説の世界に引き込まれていっ
た。
時は移り、私は英語学の分野で卒論、修論を書き、助手として文学部に奉
職することとなった。職場は学生時代を過ごした勝手知ったる研究室。 しか
し、気楽な学生時代とは打って変わって、研究室の運営に直接携わる仕事が
目白押 しで、着任 して しばらくの間は、相当緊張 したものであった。当時、
授業や会議や学生指導などで玉井先生がお見えになる曜日は主に火、木、金
であったと記憶 している。木曜 日は教授会、金曜日は談話会があったが、火
曜日は、夕方5時 頃になると、先生か ら 「そろそろ帰りましょうか」とお声
がかかり、英文学 ・英語学の両助手が先生のお供を して帰路にっく、 という
ことが しば しばあった。電車の中で雑談を しながら、先生は、 日々の勤務の
様子をそれとなく聞いてくださる。隣の講座の新米助手が慣れない仕事で困っ
ていないか、気にかけてくださっているのである。先生ご自身が助手をなさっ
ていた頃のエピソー ドを交えながら、非常勤の先生方のお世話の しかた、学
生への対応、事務処理のちょっとしたコッなど、さりげな くアドヴァイスを
くださる、そのお優 しいお心配 りが、 しみ じみと有難かった。
こんなこともあった。ある日の帰 りの電車の中で、確かOscarWildeの学
会であったか、玉井先生の元に届いた学会員宛の案内状を見せて くださった。
その学会で玉井先生がご講演をなさる、 という案内であったと思 う。案内は
がき一面に、 ワイル ドの写真が載 っていた。陰影のあるモノクロで、っばの
ある黒い帽子 を少 し斜めに、目深にかぶり、気取 ってポーズをとる美青年。
物憂げでありなが ら不思議に鋭い目の光。その面差 しに、思わずあっと声が
出た。ある人物を連想 したのである。その連想は、いかにも不謹慎なように
思えた。が、声を出 してしまった手前、 しかたがない。恐る恐る言 ってみた。
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「なぜか、沢 田研二を思い出して しまいま した」と。言 ってみて、やはりま
ずかったのではないかと不安になったのはmの こと、先生はいたず らっ子
のような目をなさり、「いや、私 もね、実は常々、沢田研二 はワイル ドを意
識 しているん じゃないかと思っているんですよ」と朗 らかに笑 ってくださっ
た。なんだか気持ちが楽になって、あらためて写真を見ると、「あんたの時
代はよかった ア、男が ピカピカの気障でいられた ア」と甘い声で今にも歌い
出しそうな気が してきた。沢田研二の話題、ワイル ドの話題で、その後の会
話の弾んだこと。こんな門外漢の勝手気ままな感想にも楽 しく話を膨 らませ
てくださる、玉井先生はそういう方である。
玉井先生 は、場の雰囲気を和やかな、楽 しいものにする、不思議な力をお
持ちである。年末12月の教授会終了後に、文学部全体の教職員の食事会が
開催されることになっていた。その会で、講座毎に余興をすることになるか
もしれない と、玉井先生の呼びかけで、英文学 ・英語学は歌を披露 しましょ
うということになり、玉井先生が持 ってこられたカセットテープのカラオケ
で、夕方、研究室に集 まって練習を した。軽快な男女のデュエット10数曲
の、さわりばかりを集あたメドレー。勤務時間を過 ぎたとはいえ、研究室で、
先生方 とご一緒に 「あなたの声を思い出 して、カナダの夕 日、見っめていま
す う～」な どと唱和するのは、なんとも珍妙で気恥ずか しく、参加者一同、
最初はさすがに躊躇したが、ほら、 もっと声を出 しましょう、 このフレーズ
はリズ ミカルに、 と玉井先生にうま く乗せ られ、先生方 も私たち助手 も、次
第に笑い転 げなが らの練習 となった。
結局、満を持 して臨んだ食事会の会場にはカラオケ設備 もカセットテープ
のプレイヤーもなく、私たちの出し物もなし、という結果に終わったが、せっ
か くの特訓の成果が日の目を見 ることはもうないのかと思 いきや、披露の機
会は忘れた頃にやってきた。3月、研究室の一泊旅行で、皆で勝浦で遊んだ
ときのこと、夕食の大広間にお誂え向きの舞台があって、院生のみんなが喜
び勇み、一曲ずつ歌うカラオケ大会とあいなった。大会の取りは我 ら教員オー
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ルスターズが務めましょう、 と玉井先生の号令一下、 しず しずと一列で舞台
に向かう私たちを見上げる院生たちの怪訝そうな顔。吹き出したくなるのを
必死でこらえ、メ ドレー全曲を歌いきった。「愛の奇跡」、「居酒屋」、「ふた
りの大阪」、「別れても好 きな人」。普段は厳格な先生方の意外な一面 に、広
間が大いに盛り上がったことは言 うまでもない。
忘れることのできない玉井先生との思い出をもう一つ。数年前、英語教科
書を一緒に作 りませんかと玉井先生からお電話をいただいた。Harvey先生
の書かれたエッセイに注と練習問題をっけて教科書にする、という案である。
英語学出身の私にお声をかけてくださったこと、玉井先生 とご一緒にお仕事
させていただけるということが有難 く、即、お引き受 けした。何度か編集会
議を開き、互いの作業の成果を見せ合い、話 し合いながら制作を進めていっ
たが、教科書作 りがはじめての私にとって、玉井先生の緻密なお仕事ぶ り、
詳細なア ドヴァイスは、ほんとうに良い勉強になった。私が出した練習問題
のアイディアや本文解釈に関する意見を真剣に受け止めて くださり、全面的
に採用 してくださるのには感激 した。昔、教室で教えを受け、その後 も長年
薫陶を受けてきた恩師の先生が、まるで対等に私を扱って くださり、一頁一
頁、先生 と丁寧な議論を重ね、心をこめて本作 りができる。なんとも面映 く、
嬉 しい限 りであった。こうして刊行された教科書が、阪大で賞をいただける
ことになったのは、この上なく光栄なことと深く感謝申し上げている。
阪大の英文学 ・英語学講座は、相互の分野の垣根が低 く、交流が盛んであ
る。 さまざまな学会で細分化が進み、学際的な雰囲気があまり感 じられない
昨今、英文学と英語学の仲が良 く、先生方 も学生 どうしもいっも協力 し合い、
卒業生も同窓会感覚で年に一度、阪大英文学会に集 う、そういう研究室で育っ
たことは、私の大 きな誇 りである。英語学を専門 としなが ら、英文学が好き
で、文学の香 りを味わいながら言葉を探究する、そんな贅沢な研究を続けて
こられたのも、 ここで学んだおかげである。そして、 この懐か しい英文学 ・
英語学研究室、和やかで楽 しい学問の雰囲気の記憶の真ん中に、玉井先生は
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いらっしゃる。
先生には退職後もご健康には十分に留意 され、これからもお元気でご活躍
なさるよう、心よりお祈 り申 し上 げている。
(大阪大学准教授)
少年のような瞳
光 原 百 合
玉井先生 ご停年とのお知 らせをいただき、月並みながら 「時の経っのは早
いもの……」 と感慨に浸 りました。何 しろ計算 してみましたところ、私が大
学時代に初 めてお目にかかったとき、先生は現在の私よりはるかにお若かっ
たのですか ら。まだ青年、いえむ しろ少年のように瞳を輝かせておられたの
が印象的で した(これは、今でもあまり変わってお られない気もしますが)。
私は英語学を専攻 しておりましたので、授業でお世話になる機会はそれほ
ど多 くなか ったのですが、それ以外のことで本当にいろいろお世話になって
います。
私が所属 していた推理小説研究会の顧問の先生が当時退職 されたので、玉
井先生にお願いして後任をお引き受 けいただきました(実に現在に至るまで)。
またあるときは、私がなぜか文学方面で小論を書いて発表することになっ
たので、玉井先生に添削をお願いしました。お茶菓子でも用意 していくべき
かと思いっっ、そのまま行くと、先生のほうがご用意なさっていて、にこに
こしなが ら出して下さったそれを恐縮 しっっおいしくいただいて帰ったとい
うようなこともありましたQ
そしてまたあるときは、研究室のみんなで夏合宿に出かけて肝試 しをする
こととなり、私は玉井先生とペアになりました。途中、暗い墓地の中を通る
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とき、先生 はあの少年のような瞳を輝かせて 「隠れていて後か ら来 る人を驚
かそう!」 とおっしゃいました。いや先生それは、と私が うろたえているう
ちに後ろか ら話 し声が近づき、先生はやにわに立ち上がって 「うおお」 と叫
ばれたので した。…… あとから来た二人が腰を抜か しそ うになっていたの
を、先生、覚えていらっしゃいますか?
確か、この合宿の帰 りの電車の中で初めて、先生が推理小説の大 ファンで
い らっしゃることを知 り、道中ずっとその話で盛 り上がってしまって(こ の
ときコリン・デクスターの名 も教えていただきました)、そのまま顧問をお
願いすることになったのでした。後輩たちは今回、久方ぶ りでご後任をどな
たかにお願いしないといけないのだなあ、 とまたして も時の移ろいを感 じて
しまいます。
ご退職記念エッセイに、このようなことばかり書いていていいので しょう
か。でも玉井先生との思い出は、こんな楽 しいものばかりなのです。
ご停年を迎えられたとはいえ相変わ らず若々 しい玉井先生、 これからもあ
の瞳を輝かせて、さまざまなことに挑んでいかれることと思います。ますま
すのご健康とご活躍をお祈 りします。先生、そのうちお時間ができましたら、
推理小説 も書いてごらんになりませんか?
(尾道大学准教授)
TheWell-Belovedにま っ わ る 思 い 出
早 瀬 尚 子
私 は英語学分野を専攻 した人間ですが、学部時代には英語学だけではなく、
英文学の授業にも触れる機会があり、そこで玉井先生の授業を受講いたしま
した。当時は故藤井治彦先生が英文学の教授として、玉井先生が助教授とし
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て教鞭をお とりでした。さらに、私が学部3年 生の後期か ら石田久先生が言
語文化部か ら移籍され、米文学の授業をお持ちになった、 という、いわば現
在の英米文学 ・英語学研究室の萌芽期ともいえる時期でした。
玉井先生 の英文学演習はなん と5限 目に設定されていました。「なんと」
と申 しますのも、当時は大学の授業 はすべて1コ マ100分。記憶に間違いが
なければ、5限 目終了時には6時30分を過ぎていたと思います。旧教養部
時代であれば、5限目の授業 といえばもう学生はくた くたに疲れており、用
意されているものも教員免許関係の授業、ラテン語ギ リシャ語、外国人教師
による特別言語演習など、お好きならどうぞお取 りくださいという 「オプショ
ン」的なものばか りだ ったのに、いきなり専門の授業でこんな遅 くまで2!
と、驚愕 したのを覚えています。それで も、英文専攻の者 はほとんどが玉井
先生の授業 を受講 してお り、5限 目といえども受講者数 は40名を越す、人
気の高い授業だったと記憶 しています。
そこで読んだのが、ThomasHardyによるTheWell-Belovedでした。 この
本のストー リーは、不思議で異質で大変興味深 く、よく受講仲間とも話題に
したもので した。彫刻家であり芸術家である主人公が、理想の女性を追い求
める(同時に作品として もすばらしいものを作る)けれども得 られず、結果
的に20年後 にはその娘に、40年後にはそのまた娘に、理想の女性を見っけ
て求婚 し続ける、とい うもので、その結末にもHardy自身の手による二通り
のものが現存 している、ということでした。今で も私の研究室の棚には、懐
かしい当時の本があります。
授業時の玉井先生はいっ も、テキス トを片手に、少 し斜め上方向を見上げ
なが ら、いろんな解釈を語 って くださいま した。当時19、20歳の青二才で
あった私には、主人公がいい年 になってまでも、小娘に性懲 りもなく恋心を
抱 くという 「惑い」が正直に言 って滑稽でみっともなく、哀 しいものと映っ
ていました。ニヤニヤと笑 って しまう私たちを玉井先生 もすっかり察 してお
られて、「君 らにはこんな状況はあり得ない、と思っているか もしれないね」
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と、笑いなが らおっしゃっていました。が、それか ら20年あまりの時を経
た今 となって思い返すと、美や芸術への情熱を常 にたぎらせるためには、自
分を追い立てるような恋愛や情熱が必要なことも、時にはあるのだ、 と自然
と腑に落ちる思いであります。
夏休みの宿題として、玉井先生は、この小説にまっわる3篇 の論文を配っ
てくださいました。すべてを覚えているわけではないのですが、そのうちの
2篇は、私に既視感を呼び起こす、不思議な出会いで した。先生が私の過去
の興味や出来事をご存 じのはずはないのに、なぜ こんなに奇妙な符号をする
のか、と、不思議に思、ったのを強烈に覚えています。
1篇はたしか、精神分析的な論文で、深層心理 とかフロイ トやユ ングなど
のことばが並んでいました。主人公の深層心理の中に、美 しい女性像のよう
なものがあって、自分の意図とは無関係に、それを追 い求めざるを得ない運
命のような ものがそこにある、 というような批評だったと記憶 しています。
私は深層心理学を専攻 したいと思っていた(けれども断念 した)こ とがあり、
あきらめた過去の興味ともう一度出会わせてもらった、 と感 じました。そ し
て、生 きている人間の心の奥底をカウンセリングすると同 じように、小説に
登場 している人物の生 き方や考え方から、その人物をカウンセ リングするか
の如 く、物語を紡いでいくことが、文学批評 という分野で もできることに、
新鮮な感動を覚えました。
もう1篇 は、他の芸術分野でも理想の女性を追い求めたケースと重ね合わ
せている批評で した。そこで取 り上げられていたのが、実在 した芸術家、ダ
ンテ ・ゲイブリエル ・ロセッティでした。私は美術絵画にもともと大変疎 く、
その名を不勉強にも知 らなかったので、当時美術史専攻であった同 じ受講者
の友人に 「これ有名な人?」 と尋ねたところ、次の機会に絵画展のカタログ
を見せてやると言 ってくれました。
そのカタログの中の1枚 の絵を見て、大変驚きました。というのも、その
1年ほど前に、友人と行った大丸梅田店の 「ラファエル前派 とオックスフォー
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ド展」(ち な み に これ には故 藤井先生 が ミニ講演 を なさ ってお られた)で 、
それ まで美 術 は全 くわか らない し興味 もない と思 っていた私 が、 その前で ほ
れ ぼれ と立 ち尽 く した絵 と似 ていたか らで す。 それは 「プ ロセル ピナ(1877
版)」 とい う絵で、栗 色の髪 を背 中に波打 たせ た美 しい女性 が青緑色 の衣 を
まとい、 ザ クロの実を手 に して、哀 しげで うっ うな瞳 を している絵 で した。
なぜ こん な に も美 しい人が、 こん なに も寂 しげな 目を して いるのだ ろ う?
と、私 が初 めて 自分で心か ら鑑賞 した絵画 で、す っか り魅入 られた私 はわざ
わざポス ターまで買 って きて 自宅の部屋に貼 って いた くらいです。力 タログ
の絵 は全 く同 じで はなか ったけれ ども、構 図 などそっ くりで、 この絵 を描 い
た人だ った のか!と 、偶然 の一致 にたいそ う感動 しま した。 しか も、 ロセ ッ
ティ もTheWell-Belovedよろ しく、現 実に フ ァム ・フ ァタルを追 い求め、苦
しい恋を続 けていた ことを知 り、 あの美 しくも哀 しい瞳の理 由を見 いだ した
気が して、 なにや ら円環 がすべてっ なが って 閉 じたよ うな気が しま した。な
によ りも、それまで醜 く滑稽 に映 っていたTheWell-Belovedの主人公 の姿が、
「プロセル ピナ」 を通 して改 めて見直 して み ると、全 く違 った、切な い もの
にす ら見 えて きたのは驚 きで した。
「1っの物語 に も様 々な側面があ り、違 った光 を当て ると見 え方 も変 わっ
て くる。」「文学作品そ の ものだ けを読 んでい ただ けで は見えて こなか った も
のが、 自分 の体験や他 の芸術分野 との関連 を参照 し、経 ることで見えて くる。」
そんな経験 を させ て もらえた、貴重 な1年 を過 ごせ た火 曜5限 目だ ったと、
今振 り返 って見て、改 めて思 います。
本 当は、 そのよ うな感動 の数 々を、玉井先生 に直接 お話 して みたいと何度
か思 ったのですが、 当時の私 には個人的 な経験 をわざわざ聞いていただ くよ
うな勇気 もな く、 また あま りに稚拙 であ ろ う感想 に気後れ した こと もあ り、
以来 その ままとな ってお りま した。 このたびの企 画を よい機会 として、今回
書かせて いただ きました。先生 は授 業を通 じて私 の知 的好 奇心 を大 いに刺激
し、 その余波は広範囲 に広 が った ので した。 早 い もので、 あれか ら20年 の
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年月を経ま したが、玉井先生にご指導いただいた世界は、私にとって大変思
い出深い時間です。改めて、感謝申し上げたいと思います。玉井先生、あ り
が とうござ いま した。
(大阪大学准教授)
英米文学 ・英語学研究室の風景 一玉井先生を中心に
岩 崎 真 哉
英語学研究室は英米文学研究室の隣にあり、3部屋が ドアのない状態でっ
ながっています。私が英語学研究室の助手であったころ、その研究室か ら眺
めた英米文学研究室と英語学研究室との関わり合いを、玉井先生を中心に据
え記述 したいと思います。
英文科の大まかな一年の流れを見ていただ くと、英米文学 ・英語学研究室
の運営が大きく玉井先生のもとで成り立っていることがお分かりいただける
かと思います(以 下、特に私の助手時代の出来事 との関わり合いの観点から
記 します)。
4月上旬一 ガイダンス:毎年度、桜の木の下での写真撮影から一年が始ま
ります。ガイダンスのあと、英文科への新入生の歓迎会が開かれます(こ の
会のために3月 より、玉井先生 と準備の打ち合わせが数回行われます)。
4月下旬か ら5月上旬一 阪大英文学会 レター発送:玉 井先生が書かれるレ
ターを印刷 ・発送 します。
2004年の5月下旬に一 日本英文学会:日 本英文学会第76回大会が大阪大
学で開かれました。先生方は準備に忙 しかったと存 じます。当日はプロジェ
クターがっいたりっかなかったりした教室があり私は結構走 り回っていまし
た。
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梅雨一 この時期に限 らず、日常的に研究室に訪ねて くる学部生の 「玉井先
生はいっい らっしゃるんですか」 とい う質問を受けることが度々あります。
特に、英語学研究室に掛かってきた玉井先生宛ての電話に対 して、子機を4
階の先生の研究室まで持っていくことがあるのですが、子機の電波が届いて
よか ったと思 っていたことを記憶 しています(玉 井先生のお部屋は英語学研
究室の真上 の向かいにありました)。
7月、8月(夏休み)一和具合宿:(研究室にある写真から想像 して)非常
に楽 しく、和気藹々と合宿をされているようで した(私 は出不精のため、一
度 も参加 したことはございませんで した。申し訳ありませんで した)。
阪大英文学会準備:私 は途中から会計の仕事 もすることにな りました。初
期は、振込用紙の番号をプ リンターで一枚ずっ印刷 したことを覚えています。
また、銀行に振込みに行 った帰 りには食事をごちそうになることもありまし
た(あ りが とうございました)。
玉井先生が阪大英文学会の会長時に、阪大英文学会叢書が刊行されました。
私はその発送作業をお手伝いする機会がありましたが、異分野の人間か ら見
て も、その充実ぶりは確かなものだと思われました。
12月下旬 一私は関係 しておりませんで したが、日本英文学会関西支部が
創設され、その大会が大阪大学で開かれていたので、玉井先生はお忙 しくし
ておられたのを覚えています。
1月下旬から3月上旬一どこの研究室も同じですが、卒業論文 ・修士論文 ・
博士論文の提出、口頭試問と続 き、入試 ・採点と非常に忙 しい時期を迎えま
す。特に、英米文学研究室は大所帯であるため、先生方が読まれる論文数が
非常に多いことを記憶 しております。
3月下旬一 年度末のお忙 しい時期で したが、「環境 と文学」のフォーラム
で英米文学研究室はさらに忙 しくしていました。
以上、その年限定の出来事も記 しましたが、おおよそ英米文学 ・英語学研
究室はこのような流れで一年を過ごしました。 この一年の途中にはもちろん、
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『待兼山論叢』の 「研究室便 り」欄のチェックや、年報の共通部分の確認な
ど、玉井先生 にチェックしていただくものがいくっもありました。また、学
期途中には非常勤講師の先生や外国人の先生が来 られることがあり、玉井先
生には英米文学の方に来 られた先生方を紹介 していただきました。特に私が
関わることになったのはダニ土ル ・シフマン先生でした。私は研究室にいる
時間が長か ったせいもあ り、 シフマン先生か らたびたび質問を受けました。
シフマン先生の名刺を生協に発注 したり、ノー トパソコンに英語バージョン
のOSを入れたりとお手伝いを しておりました。 シフマン先生がフルブライ
トの任期を終えられるときに盛大な送別会 もありましたが、玉井先生か らは
外国人の先生などのお世話の仕方なども学びました。
次に、私自身と玉井先生との関わ り合いを記 したいと思 います。
私が(挨拶 などを除いて)初 めて玉井先生 とお話 したのは、先生が私の修
士論文の口頭試問審査の担当になられた時で した。先生は、英語学がご専門
でないにもかかわらず、熱心に質問 してくださったことを覚えてお ります。
初めて玉井先生の研究室に伺った際には、 とても衝撃を受けました。それは
あまりにも膨大な書物が研究室にあったからです。
玉井先生に関しまして時々は話題になるのは、先生のお名前が当時のマッ
キントッシュでは表示 されない、 ということでした。私は最初のころはウイ
ンドウズではなかったので、先生のお名前を書 くときは、「日章」 というよ
うに2字 を組み合わせて書いたことがあることを覚えてお ります(名 前に関
連 しまして、先生のメールア ドレスがatami@であったことも付記 しておき
ます)。
また、玉井先生は付属図書館副館長として大学の図書に関 しても尽力され
ました。私が図書館に図書を引き取って もらうために重複図書を整理 してい
たときも気に掛けて くださいました。
私は幾分研究室にいる時間が長かったので、先生 とお会いすることも多 く
あったと思われます。その中で特に感 じたのは、玉井先生が常に英米文学 ・
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英語学研究室全体のことに気を配 っておられたことです。例えば、研究室が
使いやすくな るように必要なもの、共通で購入すべきものなどご考慮 くださ
いま した。
以上を総合 しまして私が今現在玉井先生のことを考えます と、先生がいか
に英文科の研究室をアカデ ミックな場 として充実 したものになるようされて
いたか、その大きさを実感いた します。学部生が研究室に来やすいように、
また院生が研究室で勉強 しやすいよう工夫されていました。我々は玉井先生
のおかげで不自由なく研究室で研究することができました。
一連の先生 との関わ り合いの中で、私はアカデミックな学問の研究と研究
室運営 に付随するこまごまとした事務関係(必 要不可欠ですが、いわゆる
「雑務」)を処理する重要さを学びました。その両者をうまくこなして初めて
研究室全体がよりよいものになることを知 りました。我々にとって、研究だ
けをしていればいい、 ということは不可能なことです。感 じましたことは、
よい研究者 は、事務的なことも迅速 にこなし、研究 も深 く行 っている、 とい
うことです(当 然、教育 もですが)。研究で忙 しいから、あるいは研究がし
たいか ら事務的なことはしない、できないというのは自分の能力のなさを言っ
ていることになるとも考え られます(自 分のことは高い棚に上げて申してい
ますが)。玉井先生をはじめ、英文科の先生方 は皆、数多 くの事務的なこと
も処理 し、研究 も充実されていました。
英米文学 ・英語学研究室は今後 も玉井先生が築き上げちれたアカデミック
な雰囲気を保ち、活気のある研究室 として繁栄 していき、その伝統を引き継
いでいくことと思います。
(大阪工業大学嘱託講師)
